
子ども
と家族

支援機関

環境家族システム

在宅支援
社会とのつながりケア

学習

家族機能への働きかけ
観察と取り組みの方向性
親をすることへの支援
日常のトレーニング
難しい状況への関わり

強制(暴力不可)

枠組みの確認

生活のルール

食事睡眠

起床と支度

ルーティーン
生活リズム

支え

心理的教育的サポート

価値を引き出す v代替方法を探す

心理的教育的滞在
家族やグループでの分かち合い

他の教育実践
を試す

状況改善の観察

家族での滞在

子どもたちの滞在

面談

信頼関係

ケアする社会的教育面

心理教育面

心理面

心理的教育的
ツール

家族システムへの
働きかけ

家族面談

個人面談

家族と、個々の能力、課題と歴史
について意見交換

⇩
ニーズと希望、見通しに取り組む

⇩
変化を起こす

アートセラピー

音楽セラピー

乗馬セラピー

親カフェ

心理的教育的
ツール

テーマ別アトリエ

写真表現

お出かけ

演劇

グループアクティビティ

経験の分かち合い
⇩

思考や変化を起こす機会にする

社会とのつながりを支える
⇩

社会の中でポジティブに
居心地よく過ごせる

⇩
自分を取り巻く環境の中で主体的

能動的に生きる

感情的感覚的経験をする
⇩

言葉で自己を表現できる
⇩

自分のことを知り
自分を取り巻く環境との関わりに

取り組む

アトリエセラピー

親が手続きをすることを
支え

子どもが必要なケアを
得られるようにする

診察への同行

共通の権利への
アクセス

(福祉の利用)

会議への参加

ケアの利用

医療的社会的サー
ビスとの連携

心理判定

子どもの学習が順調に
進むための親支援

親のコミットメントを支える

学校など
教育チームとの連携

進学や職業選択のサポート

学校との面談や
成績についての話し合い

関係性に
第三者として参加

外に開く機会をつくる

文化、スポーツ、
レジャーへのアクセス



在宅集中支援の6ヶ月

1. スタート 係長よりチームに紹介

2.    児童相談所より在宅集中支援機関に家族の紹介
係長、エデュケーター、担当、心理士
最初の方向性の確認

3. 家族と最初の面談(支援のスタート)
児童相談所にて

4. 最初の手続き
家族が在宅集中支援機関に来る
在宅集中支援の説明、個人計画書の作成
最初の支援の目的の話し合い
サービスの説明や利用者の権利についての冊子を渡す

5. 心理的社会的サポートの開始
家庭訪問、面談、グループアクティビティ
子どもの周りにいる連携先とのやりとり
家族の中で変化を起こす

6. 1ヶ月
チーム全員に家族について紹介
チームで思考、サポートのポイントの話し合い
アイデアや視点を交える

7. 3ヶ月
子ども、家族、エデュケーター、心理士で個人計画書につ
いて話しあい
進歩について意見交換し、新しい目的を決める

8. 4ヶ月半
会議の実施。チームでサポートの続きについて思考
児童相談所、すべての連携機関と会議を実施
進歩の状況を確認し、続きのサポート方法の提案について
考える

9. 5ヶ月
家族と支援期間修了前の振り返り
支援機関で面談。家族、係長、エデュケーター、心理士
状況について確認とこの後について提案

10. 5ヶ月
進歩について報告書の作成、今後の提案

11. 6ヶ月
児童相談所、家族と今後について決定
更新⇨5-11。最長1年半
修了⇨お別れ会の開催準備
言葉で期間を整理し、プレゼントとアルバムを渡す。連携
先に報告。
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